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大本『般若心経』和訳	

	

サンスクリット語で、『バガヴァティー・プラジュニャー・パーラミター・フリダヤ』	

チベット語で、『チョムデン・デーマ・シェーラプキ・パロルトゥ・チンペー・ニンポ』	

〈『仏説摩訶般若波羅蜜多心経
ぶっせつまかはんにゃはらみったしんぎょう

』〉	

	

仏母般若波羅蜜多
ぶ つ も は ん に ゃ は ら み っ た

に礼拝いたします	

	

このように私は聞いた。ある時、世尊（釈尊）は王舎城（ラージギール）の霊鷲山
りょうじゅせん

において、

比丘
び く

の大僧伽
だいそうぎゃ

（大比丘衆
だ い び く し ゅ

）と菩薩の大僧伽（諸菩薩摩訶薩衆
しょぼ さ つ ま か さ つ し ゅ

）とともに坐っておられた。その時

世尊は、深遠なる現われ（甚深顕現
じんしんけんげん

）という多くの現象についての三昧にお入りになったのであ

る。	

	

またその時、菩薩摩訶薩
ぼ さ つ ま か さ つ

（偉大な聖者の菩薩）聖観自在菩薩が〔世尊の加持を受けて〕深遠なる

般若波羅蜜の行をよく観じ、五蘊
ご う ん

もまた、その自性による成立がない空の本質を持つものである

ということを見極められた。	

〈観自在菩薩
かんじざいぼさ つ

	 行深般若波羅蜜多時
ぎ ょ う じ ん は ら み っ た じ

	 照見五蘊皆空
しょうけんごうんかいくう

（度一切苦厄
どいっさいくや く

）〉	

	

すると、仏陀の〔加持〕力によって、長老シャーリプトラ（舎利弗尊者
しゃりほつそんじゃ

）が

菩薩摩訶薩聖観自在菩薩
ぼさ つ ま か さ つ せ い か ん じ ざ い ぼ さ つ

にこうお尋ねした。「善男子
ぜんなんし

（大乗の気質が覚醒した者）の誰かが、般

若波羅蜜の深遠なる行を実践したいと望むならば、どのように学ぶべきであろうか」	

	

そのように問われて、菩薩摩訶薩聖観自在菩薩は長老シャーリプトラにこう答えられた。「シャ

ーリプトラよ、深遠なる般若波羅蜜の行を実践したいと望む善男子、善女人
ぜんにょにん

は誰でも、このよう

によく見極めるべきである。つまり、五蘊もまた、その自性による成立がない空の本質を持つも

のであるということを、正しく以下の如く見極めなければならない。	

〈舎利子〉	

	

〔甚深四句の法門〕	

色即是空	 （色〈＝物質的存在〉は空である）	

空即是色	 （空は色である）	

色不異空	 （色は空と異ならず）	

空不異色	 （空も色と異なるものではない）	

〈色不異空
し き ふ い く う

	 空不異色
く う ふ い し き

	 色即是空
しきそくぜくう

	 空即是色
くうそくぜしき

〉	

	

同様に、感受作用（受）、識別作用（想）、形成力（行）、認識作用（識）も空である。	

〈受想行色亦復如是
じゅそうぎょうしきやくぶにょぜ

〉	
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〔甚深八句の法門〕	

シャーリプトラよ、そのように、すべての現象は空である。すなわち相というものがなく、生じ

たということもなく、滅したということもなく、汚れていることもなく、汚れから離れていると

いうこともなく、減るということもなく、増えるということもないのである。	

〈舎利子
し ゃ り し

	 是諸法空相
ぜしょほうくうそう

	 不生不滅
ふしょうふめつ

	 不垢不浄
ふ く ふ じ ょ う

	 不増不減
ふ ぞ う ふ げ ん

〉	

	

シャーリプトラよ、故に、空においては、物質的な存在（色）がなく、感受作用（受）がなく、

識別作用（想）がなく、形成力（行）がなく、認識作用（識）もない。	 	 	 	 	 	 	 （五蘊）	

〈是故空中
ぜこくうちゅう

	 無色
む し き

	 無受想行識
むじゅそうぎょうしき

〉	

	

眼もなく、耳もなく、鼻もなく、舌もなく、からだもなく、心もなく、	 	 	 	 	 	 	 （六根）	

形もなく、音もなく、香もなく、味もなく、触れられる対象もなく、〔心の対象となる〕現象も

ない。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （六境）（十二処）	

〈無眼耳鼻舌身意
む げ ん に び ぜ つ し ん に

	 無色声香味触法
むしきしょうこうみそくほう

〉	

	

眼の領域（眼界）から意識の領域（意界）に至るまで、さらに非感覚的意識の領域（意識界）に

至るまで〔のすべて〕もない。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （六識）（十八界）	

〈無眼界
むげんかい

	 乃至無意識界
な い し む い し き か い

〉	

	

無明もなく、無明が尽きることもない。これより、老死もなく、老死が尽きることに至るまで

〔のすべて〕もない。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （十二縁起）	

〈無無明
むむみょう

	 亦無無明尽
やくむむみょうじん

	 乃至無老死
な い し む ろ う し

	 亦無老死尽
やくむろうしじ ん

〉	

	

同様に、苦しみも、苦しみの因も、苦しみの止滅も、苦しみの止滅に至る道もない。	 （四諦）	

智慧もなく、〔果を〕得ることもなく、得ないということもない。	

〈無苦集滅道
むくしゅうめつどう

	 無智亦無得
む ち や く む と く

〉	

	

シャーリプトラよ、そこで〔悟りという果を〕得ることがないため、菩薩たちは般若波羅蜜を拠

りどころにして住するのであり、心には障りがないため、恐れもない。誤った心（顛倒
てんどう

）を完全

に離れて、涅槃に至るのである。	

〈以無所得故
い む し ょ と く こ

	 菩提薩埵
ぼ だ い さ っ た

	 依般若波羅蜜多故
え は ん に ゃ は ら み っ た こ

	 心無罣礙
し ん む け い げ

	 無罣礙故
む け い げ こ

	 無有恐怖
む う く ふ

	 	

		遠離一切顛倒夢想
おんりいっさいてんどうむそう

	 究竟涅槃
くきょうねはん

〉	

	

三世におわすすべての仏陀たちもまた、般若波羅蜜を拠りどころとして、無上の完全なる悟り

（無上正等覚
むじょうしょうとうがく

）を達成して仏陀となられたのである。	

〈三世諸仏
さんぜしょぶつ

	 依般若波羅蜜多故
え は ん に ゃ は ら み っ た こ

	 得阿耨多羅三藐三菩提
とくあのくたらさんみゃくさんぼだい

〉	
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故に、般若波羅蜜の真言は、大いなる明智の真言であり、無上の真言であり、無比を同等にする

真言であり、すべての苦をよく鎮める真言である。〔これは〕偽りではないので、真実であると

知るべきである。そこで般若波羅蜜の真言をこのように説く。	

〈故知般若波羅蜜多
こ ち は ん に ゃ は ら み っ た

	 是大神咒
ぜだいじんしゅ

	 是大明咒
ぜだいみょうしゅ

	 是無上咒
ぜむじょうしゅ

	 是無等等咒
ぜむとうどうし ゅ

	 能除一切苦
のうじょいっさいく

	 真実不虚
し ん じ つ ふ こ

	 	

	 故説般若波羅蜜多咒
こせ つ は ん に ゃ は ら み っ た し ゅ

	 即説咒曰
そくせつしゅわつ

〉	

	

タヤター・ガテー・ガテー・パーラガテー・パーラサムガテー・ボーディスヴァーハー	

すなわち、行け、行け、彼岸に行け、彼岸に正しく行け、さとりを成就せよ	

〈掲帝
ぎゃてい

	 掲帝
ぎゃてい

	 般羅掲帝
は ら ぎ ゃ て い

	 般羅僧掲帝
はらそうぎゃて い

	 菩提僧莎訶
ぼ じ そ わ か

	 般若波羅蜜多心経
はんにゃはらみったしんぎょう

〉	

	

シャーリプトラよ、菩薩摩訶薩はこのように深遠なる般若波羅蜜を学ぶべきである。〔聖観自在

菩薩がこのように答えられると、〕その時世尊は三昧から立ち上がられて、菩薩摩訶薩聖観自在

菩薩に「善く言った」と述べられて、「善く言った、善く言った、善男子よ、その通りである。

善男子よ、その通りであり、汝が示した通りに、深遠なる般若波羅蜜を行じるべきである。如来

たちも心から随喜されている」と世尊がこのように言われたので、長老シャーリプトラ、菩薩摩

訶薩聖観自在菩薩、まわりのすべての者たちと、天人、人、阿修羅、乾闥婆
けんだつば

（食香
じきこう

、ガンダルヴ

ァ）などの世間の者たちが随喜して、世尊のお言葉を讃えたのである。	
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